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・2024年度役員・
　事業所管理者・
　支部役員会議
・よーりよーり

４面
・「職業人座談会」
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５面
・徳之島診療所
　新築移転関係
・2024 年度
　しめくくり月間
　方針（1次案）

６面
・読者だより
・理事会だより
・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2024 年 12 月末現在）　　●組合員数 23,106 人　　●出資金 379,251,871 円　　●班数 156 班

　

２
０
２
５
年
は
国
際
協
同
年
の
年
に

な
り
ま
す
。
国
際
協
同
年
と
は
、
国
連

総
会
で
決
議
さ
れ
、
協
同
組
合
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
広
げ
進
め
る
た
め
、
ま

た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
）
の
実
現
に
向
け
た
協
同
組
合
の
実

践
、
社
会
や
経
済
の
発
展
へ
の
協
同
組

合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
た

め
に
、
国
連
、
各
国
政
府
、
協
同
組
合

が
、
こ
の
機
会
を
活
用
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

今
、
全
国
で
、
医
療
・
介
護
事
業
が

深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
収
益
源
は
、
診
療
報

酬
、
介
護
報
酬
で
報
酬
引
き
下
げ
や
物

価
高
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
の
影
響

を
、
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
軒
並
み
赤
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
、
患
者
数
に
回
復
で
き
ず
、

患
者
数
の
減
少
等
、
緊
急
提
言
が
出
る

ほ
ど
、
日
本
中
の
医
療
・
介
護
事
業
所

が
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
国
際
協
同
年
に
ふ
さ
わ

し
い
協
同
と
連
携
で
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
、
平

和
で
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
困
難
は
、
医
療
福
祉
生

協
の
組
織
活
動
へ
の
組
合
員
参
加
の
減

少
で
す
。
昨
年
「
組
合
員
参
加
の
あ
り

方
提
言
」
が
出
さ
れ
、
活
動
参
加
を
豊

か
に
広
げ
て
い
こ
う
と
創
意
工
夫
の

下
、
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
５
年
の
組
合
員
活
動
方
針

（
骨
子
）
に
も
、
新
た
に
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
「
と
も
に
つ
く
る
事
業
」
と
課

題
へ
の
位
置
づ
け
が
提
起
さ
れ
て
い
ま

（
※
い
ま
こ
の
位
置
に
近
い
状
態
）

す
。「
全
体
を
事
業
と
と
ら
え
て
『
一

体
的
に
』
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
」
ま
さ

に
、わ
た
し
た
ち
の
「
い
の
ち
の
章
典
」

の
実
践
で
す
。
そ
の
中
の
「
参
加
と
協

同
」
を
い
か
に
組
合
員
と
と
も
に
取
り

組
め
る
か
が
重
要
で
す
。
今
、
奄
美
医

療
生
協
も
「
事
業
」
回
復
の
た
め
に
、

現
状
を
受
け
止
め
、
位
置
づ
け
を
熟
考

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
生
協

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
組
合
員
及
び

組
合
員
事
業
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を

図
る
事
業
【
第
十
条
第
1
項
の
（
5
）】

困
難
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
活
動
と
人

づ
く
り
は
不
可
欠
と
し
、
医
療
福
祉
生

協
の
人
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
多
世
代
を

意
識
し
た
「
ゆ
る
や
か
な
繋
が
り
づ
く

り
」「
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に
医
療

福
祉
生
協
の
優
位
点
を
活
か
そ
う
」

「
助
け
合
い
活
動
は
、
地
域
の
課
題
を

協
同
で
解
決
す
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ

よ
う
」
こ
れ
を
重
点
課
題
と
し
て
「
誰

も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
、
地
域
で
必
要
と

さ
れ
る
奄
美
医
療
生
協
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
具
体
的
数
値
目
標
は
次
号
で
）

　国連は、持続可能な生産と消

費、食料安全保障、気候変動対

策、地域の人々への医療・福祉、

働きがいのある人間らしい仕事の

創出、すべての人が参加できる社

会づくりなど、さまざまな分野で

持続可能な開発目標（SDGs）に貢

献している協同組合を評価し、そ

の認知の向上と協同組合の振興

のために、2025 年を国際協同組

合年に定めました。

2012年以来 2回目

経
営
・
事
業
の
改
善
と
組
合
員
活
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

２
０
２
５
年
度
組
合
員
活
動
方
針
（
骨
子
）

組
合
員
参
加
を
豊
か
に
し
、
多
様
な
参
加
と
協
同
で

医療福祉生協としての存
在意義が問われる。必要
とされる医療福祉生協？
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

1
月
24

日（
金
）、

支
部
合
同

の
『
た
ま

り
場
班
』

に
て
、
奄

美
中
央
病

院
に
研
修

に
来
て
い

る
黒
木
研

吾
医
師
の

医
療
講
演

会
を
組
合

員
4
名
、
職
員
5
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
は
、『
高
血
圧
に
つ
い
て
』
を

テ
ー
マ
に
、
前
半
は
「
そ
も
そ
も
高
血

圧
と
は
」
や
血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に

つ
い
て
学
び
、
後
半
は
「
高
血
圧
を
予

防
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
？
」
を
具
体
的
に
説
明
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
か
ら
、「
下
の
血

圧
が
高
い
方
が
危
な
い
と
聞
く
が
、
な

ぜ
か
？
」、
や
「
物
の
本
に
、『
サ
ウ
ナ

は
血
管
の
筋
ト
レ
』
と
書
い
て
あ
っ
た

が
、
サ
ウ
ナ
で
血
管
を
鍛
え
れ
ば
、
血

圧
が
下
が
る
の
か
？
」
等
質
問
が
相
次

ぎ
ま
し
た
が
、
黒
木
先
生
の
丁
寧
な
説

明
に
皆
さ
ん
納
得
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

雨
の
降
る
寒
い
1
日
、
短
い
時
間
で
の

交
流
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
回
は
、
ぜ

ひ
暖
か
い
季
節
に
奄
美
大
島
を
満
喫
し

に
来
て
下
さ
い
!!

地
域
支
援
部　

石
井　
仁
久

　

1
月
23
日（
木
）に
、「
味
彩
班
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
普
段
は
、
お
菓
子
や

軽
食
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
班
で
す

が
、
今
回
は
年
明
け
初
の
開
催
と
い
う

　

1
月
12
日（
日
）
天
城
支
部
で
昨
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
と
く

の
し
ま
」
へ
行
き
ま
し
た
。
全
国

1213
駅

目
（
県
内
23
駅
）
と
な
る
道
の
駅
で
す
。

　

施
設
は
案
内
所
、
特
産
品
販
売
所
の

他
、
子
育
て
支
援
室
、、
レ
ス
ト
ラ
ン

等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
販
売
所
で
は

地
元
産
の
新
鮮
野
菜
、
果
物
が
並
ん
で

い
て
珍
し
い
柑
橘
類
も
あ
り
ま
し
た
。

併
設
さ
れ
て
い
る
「
世
界
自
然
遺
産
セ

こ
と
も
あ
り
、「
筑
前
煮
」
と
お
餅
た

っ
ぷ
り
の
「
お
雑
煮
」
を
調
理
し
ま
し

た
。

　

お
雑
煮
に
は
、
大
き
な
お
餅
が
二

つ
も
入
り
、
若
者
に
も
満
足
い
く
ボ

リ
ュ
ー
ム
に

仕
上
が
り
ま

し
た
。
筑
前

煮
は
具
沢
山

で
、
全
て
味

が
染
み
込
ん

で
お
り
と
て

ン
タ
ー
」
も

見
学
し
徳
之

島
の
森
や
希

少
な
動
植
物

の
立
体
模
型

な
ど
の
展
示

物
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
昼

食
を
レ
ス
ト

ラ
ン
で
い
た

だ
き
最
後
に
写
真
を
撮
っ
て
解
散
し

ま
し
た
。「
来
て
よ
か
っ
た
。」「
楽
し

か
っ
た
。」
な
ど
感
想
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

も
美
味
し
く
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
次
回

も
、
お
茶
菓
子
だ
け

で
な
く
、
好
き
な
も

の
を
作
っ
て
食
べ
て

交
流
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
支
援
部　
　

嘉
野　
善
一
郎

北
大
島
区

た
ま
り
場
班

天
城
支
部

徳
之
島
以
南
区

2030
年
ビ
ジ
ョ
ン
街
並
み
チ
ェ
ッ
ク

徳
之
島
で
初
め
て
の
道
の
駅

世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
見
学

味
彩
班

南
大
島
区

 

し
み
る
～

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
お
雑
煮

具
だ
く
さ
ん
の
筑
前
煮
に
大
満
足

研
修
医
に
よ
る
医
療
講
演
会
開
催
！

高
血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

　
　
　
　
　
　

予
防
に
つ
い
て

医師へ、分からないこと、

聞きたかったことが直接

聞けるのが医療生協の医

療講演です。どなたでも

参加できます。
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　

２
０
２
４
年
度
役
員
・
事
業
所
管
理
者
・

支
部
役
員
会
議
が
各
区
会
場
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

繋
い
で
、
83
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
全
国
で
も
厳
し
く
な
っ
て

い
る
、
医
療
・
介
護
の
経
営
状
況
を
ど
う

打
開
し
て
い
く
か
を
重
点
議
題
と
し
、
熱

い
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
２
０

２
４
年
は
、
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト
リ
プ
ル

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
療
で
は
薬
価

の
引
下
げ
等
で
、
実
質
０
・
１
２
％
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
な
り
、
介
護
報
酬
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
は
僅
か
な
引
き
上
げ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
抜
本
的
な
処

遇
改
善
に
は
程
遠
い
改
定
率
で
、
こ
の
間

の
物
価
高
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
、
人
材

不
足
等
で
深
刻
な
経
営
難
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　

奄
美
医
療
生
協
も
例
外
で
な
く
、
こ
の

煽
り
を
受
け
、
合
併
後
最
も
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
会
議
は
、
福
﨑
雅
彦
理
事

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
祐
名
新

太
郎
専
務
か
ら
２
０
２
４
年
度
の
事
業
経

営
、
全
国
四
課
題
到
達
の
見
通
し
、
経
営

改
善
の
取
り
組
み
、
２
０
２
５
年
度
組
織

ま
し
た
。
各

事
業
所
管
理

者
か
ら
は
、

老
健
せ
と
う

ち
、
徳
之
島

診
療
所
、
居

宅
介
護
支
援

事
業
、
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
く

の
し
ま
、
奄

美
中
央
病
院

に
お
け
る
事

業
経
営
の
到

達
と
課
題
、

今
後
の
事
業
改
善
と
見
直
し
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
報
告
で
は
、
事
業
活

動
の
到
達
と
課
題
、
奄
美
医
療
生
協
の
事

業
所
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
踏
ま

え
、
経
営
の
改
善
と
基
盤
強
化
に
向
け
、

人
員
配
置
の
見
直
し
、
事
業
活
動
の
再
編

等
、
活
動
を
ど
う
変
え
、
取
り
組
む
か
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
福
祉
生
協
も
、

全
国
組
織
に
向
け
「
す
べ
て
の
活
動
を
事

業
と
し
て
捉
え
る
」「
多
様
な
参
加
と
協

同
」
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
。
人

づ
く
り
、
組
合
員
活
動
を
含
め
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
な
い
と
困
難
は
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

　

奄
美
医
療
生
協
の
組
織
現
勢
も
、
減
少

傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
活
動
に
参
加
さ

れ
て
い
る
組
合
員
の
高
齢
化
は
確
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
を
目
指

す
、
健
康
づ
く
り
の
視
点
で
見
れ
ば
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
活
動
を
持
続
す
る
点

で
は
大
き
な
課
題
で
す
。「
組
合
員
参
加

を
豊
か
に
広
げ
る
」
を
協
同
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
な
い
重
い
議
題
と
な
っ
た
会
議

で
は
、
参
加
さ
れ
た
支
部
組
合
員
か
ら
は

組
合
員
目
線
で
の
、
業
務
改
善
、
組
織
活

動
、
人
材
育
成
の
提
案
等
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、「
到
達
を
踏
ま
え

た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」、「
生
き
が
い
を
語
る
」、

「
職
員
と
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
」「
経
験
を
活
か
し
困
難
を
乗
り
越

え
よ
う
」、「
利
用
者
が
利
用
者
を
増
や
す

取
り
組
み
」
等
々
、
厳
し
い
激
励
や
建
設

的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
会
議
で
得
ら
れ
た
貴

重
な
提
案
、
意
見
を
「
勇
気
と
覚
悟
を

も
っ
て
」
日
々
の
活
動
に
活
か
し
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

2024
年
度　

役
員

・
事
業
所
管
理
者

・
支
部
役
員　

会
議

や
れ
る
こ
と
・
見
直
す
こ
と
か
ら 

変
わ
る
・
変
え
る
勇
気

　
1
月
28
日
、
中
央
奄
美
支
部

の
会
計
を
さ
れ
て
い
た
池
畑
敬

夫
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
、

お
元
気
で
す
か
特
別
号
と
し
て

当
時
の
困
難
と
闘
っ
て
き
た
先

輩
方
の
懐
か
し
い
写
真
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
池
畑
さ
ん
は
、

法
人
専
務
と
し
て
奄
美
医
療
生

協
の
合
併
事
業
を
先
頭
に
立
っ

て
牽
引
さ
れ
成
功
に
尽
力
さ
れ

た
方
で
す
。
新
し
い
奄
美
中
央

病
院
の
建
設
に
か
か
わ
る
土
地

取
得
も
池
畑
さ
ん
の
手
腕
で
確

保
で
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
忙
し
い
中
で
も
、
現
場
に
顔

を
出
し
、
若
手
の
職
員
に
も
声

を
か
け
、
よ
く
話
を
聞
い
て
く

れ
た
方
で
し
た
。
誰
か
ら
も
慕

わ
れ
、
頼
り
に
な
る
偉
大
な
先

輩
で
も
あ
り
、
や
さ
し
い
お
じ

さ
ん
だ
っ
た
池
畑
さ
ん
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ　
　
　
　

よ
ー
り

　 

よ
～
り
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　

1
月
24
日

（
金
）、
鹿

児
島
県
立
大

島
北
高
等
学

校
（
大
島
北

高
校
）
で
高

校
生
た
ち
の

将
来
の
仕
事

選
び
の
参
考

と
な
る
「
職
業
人
座
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
奄
美
医
療
生
協
か
ら
大
島
北
高
校

の
卒
業
生
で
あ
る
奄
美
中
央
病
院
医
療

事
務
の
別
府
舞
桜
さ
ん
と
作
業
療
法
士

の
有
川
千
夏
さ
ん
、
本
部
か
ら
與
美
和

看
介
護
部
長
の
3
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
職
種
に
つ

い
て
、
高
校
生
に
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
ま
し
た
。

　

医
療
事
務
の
別
府
さ
ん
は
、
現
在
担

当
し
て
い
る
訪
問
診
察
や
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
事
務
業
務
に
つ
い
て
、
作
業
療
法

士
の
有
川
さ
ん
は
患
者
さ
ん
と
一
緒
に

取
り
組
む
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
や

り
が
い
に
つ
い
て
、
看
介
護
部
長
は
看

護
師
の
仕
事
の
魅
力
や
現
場
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
り
ま
し
た
。
奄
美
医
療
生

協
の
ブ
ー
ス
に
は
20
名
の
高
校
生
が

訪
れ
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま

し
た
。「
医
療
事
務
っ
て
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
？
」「
仕
事
の
や
り
が
い

は
？
」
な
ど
、
具
体
的
な
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
中
に
は
、「
ま
だ
ど
ん
な
職

に
就
き
た
い
か
想
像
が
つ
か
な
い
、
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
生
徒
さ
ん
も
多
く

い
ま
し
た
が
、
実
際
の
仕
事
内
容
や
医

療
現
場
で
の
経
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、

「
医
療
の
仕
事
も
選
択
肢
の
一
つ
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
う
き
っ
か
け
を
作
れ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
座
談
会
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
奄
美
大
島
か
ら
未
来
の

医
療
従
事
者
が
誕
生
し
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

看
介
護
部
長　

與　

美
和

大
島
北
高
等
学
校
で
開
催
！

「
職
業
人
座
談
会
」
に
参
加
し
ま
し
た

【
応
募
資
格
】

次
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
大
学
や

短
大
、
専
門
学
校
等
に
通
う
学
生
を
対
象

と
し
ま
す
。

【
対
象
職
種
】

左
記
の
資
格
を
取
得
し
奄
美
医
療
生
活
協

同
組
合
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
看
護
師
、
診
療
放
射
線

技
師
臨
床
検
査
技
師
、
保
健
師
、
介
護

福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
そ
の
他

医
師
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
民
医
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

【
奨
学
金
（
貸
与
）
額
】

薬
剤
師

1
ヵ
月
10
万
円 

入
学
金
最
高
40
万
円

薬
剤
師
以
外

1
ヵ
月
5
万
円 

入
学
金
最
高
20
万
円

既
に
学
校
に
通
っ
て
い
る
学
生
で
あ
っ
て

も
、
１
年
を
上
限
と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て

奨
学
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奨
学
金
を
受
け
て
い
た
期
間
に
よ
っ
て
就

労
義
務
年
限
が
あ
り
ま
す
。
概
ね
受
給
期

間
に
１
年
を
加
え
た
年
限
が
義
務
年
限
と

な
り
ま
す
。

【
返
済
義
務
】

義
務
年
限
を
超
え
て
就
労
し
た
者
に
つ
い

て
は
、
返
済
免
除
と
な
り
ま
す
。

義
務
年
限
未
了
の
場
合
は
、
未
了
期
間
に

応
じ
て
返
済
義
務
が
生
じ
ま
す
。

奨
学
金
制
度
に
関
わ
る
ご
質
問
や
申
し
込

み
等
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
　
本
部

（
担
当
　
吉
田（
よ
し
だ
）　
與
（
あ
た
え
）
）

〒
894-

0036

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
８-

７

☎ 

０
９
９
７-

５
２-

０
５
８
５

E-mail
:
honbu

@
amami-hca.or.jp

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
奨
学
金
制
度
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ついに棟上げ　姿を現す

人に寄り添う結いの診療所　徳之島診療所
昨
年
7
月
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ

本
格
的
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
た
、
新
し
い
「
徳
之
島
診
療

所
」、
骨
格
部
分
が
組
み
上
げ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
2
月
に
棟

上
げ
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
全

容
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

見
晴
ら
し
の
い
い
、
丘
の
上
に

建
つ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
診
療

所
。
そ
の
あ
た
た
か
い
姿
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

奄
美
医
療
生
協
の
事
業
の

推
進
に
は
、
地
域
組
合
員

の
力
は
不
可
欠
で
、
こ
れ

ま
で
も
協
同
の
取
り
組
み

と
し
て
成
功
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
地
域
健
康
づ
く
り

と
合
わ
せ
て
、
新
築
移
転

へ
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
亀
津
中
区
公
民

館
で
の
徳
田
所
長
の
医
療

講
演
（
1
月
25
日
）

医
療
講
演

の
後
半
は

移
転
工
事

の
進
捗
状

況
を
ス
ラ

イ
ド
で
報

告 建
設
地
周

辺
の
組
合

員
ん
さ
へ

の
一
斉
訪

問
行
動
！

協
力
を
呼

び
か
け
ま

し
た
。

２
０
２
４
年
度
し
め
く
く
り
月
間
方

針
一
次
案
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

期
間　

2025
年
3
月
1
日
～
3
月
31
日

目
標

全
国
四
課
題
の
法
人
及
び
各
区
年
間

目
標
達
成
を
追
求
し
ま
す
。

達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

◆
ま
ず
支
部
・
事
業
所
で
の
年
間
目

標
ま
で
の
残
課
題
を
共
有
し
、
達
成

に
向
け
た
行
動
計
画
を
立
て
よ
う
。

◆
転
居
等
で
不
明
と
な
っ
て
い
る
組

合
員
名
簿
を
総
点
検
す
る
。
み
な
し

脱
退
、
睡
眠
組
合
員
に
つ
い
て
は
、

判
明
す
れ
ば
仲
間
増
や
し
に
つ
な
が

り
ま
す
。
定
款
外
転
居
で
不
明
と

な
っ
て
い
る
組
合
員
も
名
義
変
更
等

で
仲
間
増
や
し
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
班
づ
く
り
で
は

休
眠
班
の
復
活
を
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
多
世
代
と
の
つ
な
が
り
も
意
識

し
、
組
合
員
、
職
員
の
合
同
班
も
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

◆
担
い
手
増
や
し
は
、
組
合
員
企
画

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
人
を
班
会
等
へ
お
誘
い
し
、

活
動
を
見
せ
る
化
し
魅
力
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

◆
助
け
合
い
活
動

地
域
の
困
っ
た
は
協
同
の
取
り
組
み

で
解
決
を
。
地
域
に
は
、
助
け
合
い

の
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
目
指
す
、
居
心
地
の
い
い
ま
ち

を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
懇
談

会
等
で
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

◆
全
体
で
、
雰
囲
気
を
つ
く
り
「
楽

し
く
月
間
を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

2024
年
度
し
め
く
く
り
月
間
方
針
（
1
次
案
）

全
国
四
課
題
年
間
目
標
達
成
を
目
指
そ
う
！

1 月 28 日撮影

残課題が多くても、
ま ず み ん な で 共 有
し、各自が何をどれ
だ取り組むかみんな
で計画を立てること
が大事です。必ず成
果につながります。

楽しくなければ、
人は集まらない。
みんなで取り組め
ば、楽しいことが
いっぱい見える。
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ゆいちゃんがいく     

  
  
                           
    

 
  
 
 

 
  
                         
  
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                
  
  
   
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：NHK クローズアップ現代、学研ネット 

※ 前月号①のつづきです。①を参考にして下さい。 

Ｎｏ.55 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
考
え
る
② 

 

エ
ル
サ
レ
ム
は
国
連
の 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
極
右
傾
化
と 

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
激
化 

ト
ラ
ン
プ
政
権
で
和
平
が
絶
望 

国
際
社
会
の
限
界 

国
連
の
機
能
不
全 

永
久
信
託
統
治 

ガザの子どもたちの 

オ
ス
ロ
合
意
・
崩
れ
た
平
和
へ
の
希
望 

オ
ス
ロ
合
意
と
は 

パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
を
認
め
る 

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
と
ガ
ザ
地
区
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
は
段
階
的
に
軍
を
撤
退
さ
せ
る 

 

和
平
交
渉
の
期
限
は
2000
年
で
、
誰
も
が
共
存
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

2000
年
9
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の 

軍
人
政
治
家
の
シ
ャ
ロ
ン
氏 

（
後
に
首
相
に
な
る
）
が
イ 

ス
ラ
ム
教
の
聖
地
「
岩
の
ド
ー
ム
」
に
足
を
踏
み

入
れ
て
し
ま
い
礼
拝
中
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
激

怒
暴
徒
化
し
ま
す
。
約
7
年
か
け
て
築
か
れ
た

和
平
へ
の
希
望
が
崩
れ
て 

い
き
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ 

ル
各
地
で
テ
ロ
が
頻
発
し 

ま
す
。 

  

衝
突
が
続
く
中
、
選
挙
で
シ
ャ
ロ
ン
氏
が
首

相
に
な
り
ま
す
。
シ
ャ
ロ
ン
氏
は
西
岸
の
境

界
に
壁
を
700
キ
ロ
に
渡
り
つ
く
り
ま
し
た
。 

壁
に
よ
り
テ
ロ
が
減
っ
た 

こ
と
で
交
渉
は
い
ら
な
い 

と
の
考
え
が
広
が
り
ま
す
。 

和
平
の
道
は
失
わ
れ
て
い 

き
ま
す
。 

オ
ス
ロ
合
意
後
パ
レ
ス 

チ
ナ
を
ま
と
め
て
き
た
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
が

2004
年
に
亡
く
な
り
ま
す
。
後
を
継
い
だ
の
が

穏
健
派
の
ア
ッ
パ
ス
議
長
で
し
た
が
2006
年
の

選
挙
で
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

ハ
マ
ス
は
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
を
訴
え
ガ
ザ

地
区
を
中
心
に
パ
レ
ス
チ
ナ
開
放
を
目
指
す

組
織
で
す
。
武
闘
闘
争
の
中
、
過
激
派
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
慈
善
活
動
や
教
育
支
援

で
貧
し
い
人
々
も
支
え
て
い
ま
す
。 

  

和
平
交
渉
を
続
け
る
西
岸
と
武
闘
闘
争
を
続
け

る
ガ
ザ
で
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
足
並
み
が
揃
わ
な

く
な
り
ま
す
。
2017
年
現
職
の
大
統
領
で
初
め
て

ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地
を
ト
ラ
ン
プ
氏
が
訪
問
し
ま

す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
首
都
と
主
張
し
て
い
る
エ
ル

サ
レ
ム
に
大
使
館
を
移
設
。
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
支

援
打
ち
切
る
な
ど
露
骨
に 

イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
政
策 

を
と
り
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
に
は
、
500
万 

人
の
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
が
住
ん
で
い
て
政
界
に
影

響
を
も
つ
ロ
ビ
ー
団
体
が
あ
り
民
主
党
、
共
和
党

に
選
挙
資
金
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
も

あ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
巨
額
の
軍
事
援
助
を
続

け
て
い
ま
す 

  

オスロ合意 

国
連
が
懸
命
に
人
道
支
援
な
ど
努
力
し
て
も
安

全
保
障
理
事
会
で
常
任
理
事
国
の
ア
メ
リ
カ
が

イ
ス
ラ
エ
ル
を
擁
護
し
決
定
で
き
ま
せ
ん
。 

ア
ラ
ブ
諸
国
の
結
束
も
崩
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
国

交
を
結
ぶ
国
も
で
て
き
た
。
憎
悪
が
憎
悪
を
呼
び

負
の
連
鎖
が
中
東
全
域
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
あ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
人
々
の
結
束
で
終
わ

ら
せ
る
事
が
で
き
た
。
目
を
背
け
な
い
で
声
を
上

げ
続
け
よ
う
。 

  

トランプ氏 

夢と希望を繋ぐ凧揚げ 

岩のドーム 

地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い

理事会だより
第 8 回法人理事会が開催され次の事項が議決さ
れました。
１、通知事項
　①組織・社保活動報告
　② 2024 年 11 月の経営報告
２、報告承認事項
　①第 47 期第 7 回理事会議事録の承認
　②第 47 期第 12 回常務理事会報告
　③徳之島診療所建設関係の進捗状況
　④ 2024 年秋の生協強化月間まとめ（最終案）
　　について
　⑤残高証明書発送と対応について
３、協議議決事項
　①法人内事業所の今後の事業活動の見直しと経
　　営改善について
　② 2025 年度活動方針・事業計画及び予算（1
　　次案）について
　③資金状況と当面の資金対策について
　④第 48 期通常総代会について
　⑤ 2025 年九州沖縄組合員交流集会について
　⑥ 2024 年度締めくくり月間方針（１次案）に
　　ついて
４、その他の事項
　① 2025 年 1 月～ 2025 年 3 月日程の確認

読者だより

「葉っとした！
ハートにほっこり」

撮影者：龍雲さん

「隠れ家
ロケットストーブ点火」

撮影者：Ｔｏｓｈｉさん

「我が家の　旧正月御膳」

撮影者：Ｙ・Ｆさん

「街角で見つけた 愛ちば！」

撮影者：龍雲さん


